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科目名 
老年看護Ⅰ 

（老年看護概論・在宅看護） 

DP1、DP2、DP3 

DP4、DP6 
看護高等課程 

学年 1年 分野 
専門 

老年看護 
時間数 20時間 

担当 

教員 
専任教員  

科目 

概要 

老年期にある高齢者を身体的・精神的・社会的側面から総合的に捉え、高齢者の特徴を学び、加齢に伴う身体機

能の変化や認知機能の変化、加齢に伴う心理・社会的機能の変化、多様な生活の場での高齢者の健康を支える看

護について学ぶ。また、健康状態や受療状態に応じた高齢者の看護、高齢者に関連する保健医療福祉制度や地域

包括ケアについて学ぶ内容とした。 

到達 

目標 

1. 高齢者をとりまく社会・保健・医療・福祉の動向を理解する。 

2. 老化に伴う身体的・精神的・社会的特徴を理解する。 

3. 高齢者の生活を維持するための看護を理解する。 

4. 高齢者を介護する家族の看護を理解する。 

回数 単元項目 授業内容 形態 担当教員 

1～10 

高齢者の理解 
人としての高齢者の理解、加齢による身体的側面の

変化、心理・社会的側面の変化、高齢者と発達課題 

講義 

演習 
専任教員 

高齢者を取り巻く社会と

社会システム 

高齢社会の統計的理解、保健医療福祉のしくみ、高齢

者の権利擁護、高齢者にとっての家族 

高齢者の暮らしを支える

看護の視点 

高齢者看護の視点、高齢者と健康増進（ヘルスプロモ

ーション）、高齢者と自立支援、高齢者と障害受容、

看護観察と看護記録、高齢者とコミュニケーション 

高齢者の暮らしを支える

看護の実際 

健康生活の維持、高齢者の生活とリスクマネージメ

ント 

高齢者の在宅療養と看護 

在宅看護の概念、在宅看護の実際、在宅療養を支え

る看護、在宅療養者の家族への看護 

在宅看護の事例（退院調整と社会資源、継続看護、

社会資源マップ作製） 

終末期の看護 

高齢者の終末期看護 

人生の最終段階と看護 

別れを迎えるとき（エンドオブライフケア） 

遺族のケア 

看取りを終えた家族への看護 

試験  試験 

     

評価 

基準 

100点満点とし、6割以上を合格とする。また、授業時間数の 3分の 2以上の出席が必要となる。 

評価 

方法 

出席状況と講義演習への参加態度、課題レポート、筆記試験などで総合的に評価する。 

また、シミュレーション演習、パフォーマンス課題、ルーブリックに基づき、ポートフォリオの内容等も総合的

に評価を行う。 

教科書 

新看護学 13 老年看護 医学書院  

必要時、資料等は配布する。 

 

履修上の 

注意点 

 


